教師の音読をともなった繰り返し読みが
高校生の英文読解に及ぼす効果
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問題の所在：速読や多読といった、読みの流暢さ（reading fluency）を育成する指導法が普及しつつあるが、読む能力を読むことだけによって育成することが出来ない学習者が存在する。その原因は、語彙や文法の知識の欠如とあいまって、単語認識や音韻認識といった能力の自動化の弱さが指摘されている（Perfetti, Van Dyke & Hart, 2001）。本研究の目的は、初級段階の読解力の高校生を対象として、教師の音読による繰り返し読みが短期的に内容理解に及ぼす効果と、長期的に読解力と聴解力に及ぼす効果を探ることである。

　実験1：75名の高校生を被験者として、教師の音読による繰り返し読みが文章の理解度に及ぼす効果を探った。その結果、以下のことが明らかになった。教師の音読（すなわち英文とモデル音声の同時提示）は、（１）どのような条件の下でも有効と言えるわけではなく、難しい文章よりも平易な文章で、理解を促進した。（２）黙読と比べた場合、理解の進捗に遅延効果をもたらした。（３）平易な文章では、読解中の注意資源が文字に向かう傾向が明らかになった。黙読条件では注意資源が内的音声化に向かう傾向もあったことから、教師の音読によって、読解中の音韻処理の負荷が軽減され、意味へのアクセスが促進される可能性が示唆された。

　実験2：97名の高校生を対象として、長期的な処遇として、教師の音読をともなった繰り返し読みと、時間制限を設けた黙読による繰り返し読みの効果を比較した。その結果以下のことが明らかになった。教師の音読を長期的に施すことにより、（１）文章の難易度に関わらず、黙読による速読指導と同程度に読解速度が伸張した。（２）聴解力が伸張した。（３）習熟度が低い学習者も読解速度と聴解力が伸張した。

結果から：教師の音読という音声支援のある繰り返し読みが、音韻処理の自動化を促進し、読解の流暢さを確立するために有効であることが示唆された。また、聞き取り能力の育成法としての可能性も示唆された。
